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●
本
年
は
福
知
山
線
列
車
事
故

か
ら
20
年
、阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
30
年
、こ
れ
ら
は
過
去
で
は

な
く
、事
故
や
災
害
を
胸
に
刻
み

風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

●
安
全
確
保
こ
そ
が
最
も
重
要

で
あ
る
。自
然
災
害
に
備
え
、人

命
を
最
優
先
に
、公
共
交
通
機
関

と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
を

念
頭
に『
重
大
事
故
ゼ
ロ・重
大
労

災
ゼ
ロ
』お
よ
び『
飲
酒
運
転
撲

滅
』を
掲
げ
て
き
た
が
、酒
気
帯

び
出
勤
の
事
案
が
発
生
。プ
ロ
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
徹
底

し
、再
発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

●
昨
年
12
月
に
は
岡
山
で
観
光

バ
ス
の
横
転
事
故
。こ
の
事
故
で
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
の
安
全
対
策
が

改
め
て
評
価
さ
れ
て
い
る『
安
全

お
守
り
手
帳
』の
活
用
を
徹
底

し
、『
自
分
ゴ
ト
化
』を
意
識
し
、

安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
。ま

た
、安
全
衛
生
委
員
会
や
職
場

集
会
を
活
用
し
、問
題
点
を
抽

出・検
証
し
、さ
ら
な
る
安
全
確

立
に
取
り
組
む
。

●
24
春
闘
で
は
、過
去
最
大
の

基
本
給
平
均
賃
上
げ
９
，２
８
４

円
、賃
上
げ
率
３
・
8
2
％
と
な

り
、５
％
の
目
標
に
は
届
か
な

か
っ
た
が
、要
員
不
足
の
中
で
の

成
果
と
い
え
る
。離
職
率
は
改
善

さ
れ
、『
人
へ
の
投
資
』と
し
て
賃

上
げ
を
継
続
す
る
こ
と
が
、人
財

確
保
と
採
用
競
争
力
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

中
バ
ス
地
本
で
は
、会
社
と
単

独
交
渉
を
行
い
、Ｊ
Ｒ
連
合
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
方
針
に
基
づ

き
、賃
上
げ
率
６
％
以
上
を
目
指

し
て
交
渉
を
進
め
る
。組
合
員
と

そ
の
家
族
の
期
待
に
応
え
、誇
り

と
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
交
渉
に
挑
む
。

●
組
織
強
化
の
た
め
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、世
話
役
活

動
を
強
化
し
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
取

り
組
み
を
確
実
に
伝
え
て
い
く
。

　

大
型
二
種
免
許
取
得
年
齢
の

引
き
下
げ
に
よ
り
採
用
環
境
は

変
化
し
て
い
る
が
、現
状
で
は
中

途
採
用
者
が
多
く
、青
女
組
合

員
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　

人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、労
使

で
知
恵
を
出
し
合
い
、若
い
力
の

採
用
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。今
後
も
各
分
会
と
密
に
連

携
し
、一企
業一組
合
の
達
成
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

●
今
夏
参
院
選
で
は
、バ
ス
産
業

の
声
を
代
表
す
る
森
屋
隆
議
員

を
全
力
で
支
援
す
る
。

●
安
全
に
つ
い
て
、京
都
地
本
で

は
、福
知
山
線
列
車
事
故
や
近

江
塩
津
駅
感
電
死
亡
労
災
な
ど

の
鉄
道
労
災
事
故
現
場
で
献
花

行
動
を
実
施
し
、支
部
や
分
会

を
超
え
て
対
応
し
て
き
た
。

　

１
月
23
日
に
は「
安
全
と
信

頼
の
集
い
」を
開
催
し
、「
心
理
的

安
全
性
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
受

け
た
。講
師
は「
挑
戦
を
認
め
る

組
織
」の
重
要
性
を
指
摘
し
、ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
業
務
量
の
多
さ
か

ら
挑
戦
の
余
裕
が
な
い
と
の
声
も

あ
っ
た
。今
後
も
働
き
手
確
保

と
心
理
的
安
全
性
の
向
上
を
求

め
て
い
く
。

●
業
務
課
題
、昨
年
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
は
、北
陸
新
幹
線
開
業
に

伴
い
敦
賀
駅
の
教
育
に
注
力
し

た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
増
加
に

対
応
し
、は
る
か
号
は
全
車
９
両

で
運
行
中
で
あ
る
。

　

次
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、

「
う
れ
し
ー
と
」の
運
用
と
乗
務

員
清
掃
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

乗
務
中
の
運
転
士
が
対
応
困
難

な
中
、ト
ラ
ブ
ル
対
応
含
め
ど
の

様
に
運
用
す
る
の
か
、確
認
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、乗
務
員
宿
泊
所
の
清

掃
は
柘
植
駅
が
対
象
で
、夜
間

清
掃
の
受
け
入
れ
が
困
難
と
い

う
声
も
あ
る
。
人
財
確
保
の
課

題
、委
託
費
増
額
を
求
め
る
。

●
春
闘
に
つい
て
、物
価・燃
料
費

高
騰
で
組
合
員
の
生
活
に
影
響

が
出
て
お
り
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
重

視
し
た
春
闘
を
推
進
す
る
。特
に

Ｍ
Ｌ
層
や
間
接
、シ
ニ
ア
社
員
の
手

当
格
差
の
是
正
が
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、京
都
機
械
区
・
京
都
建

築
区
の
福
知
山
エ
リ
ア
設
備
保
全

業
務
で
は
移
動
時
間
が
労
働
時
間

と
認
め
ら
れ
ず
、制
度
改
正
を
求

め
る
。賃
金
逆
転
現
象
の
是
正
も

引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

●
組
織
に
つい
て
、社
会
人
採
用

者
の
組
合
加
入
を
進
め
、全
員
が

J
R
西
労
組
に
加
入
。今
後
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
は
、動
力
車
操
縦

者
運
転
免
許
の
保
持
者
へ
の
教

育
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
求
め
る
。

●
政
治
に
つい
て
、北
陸
新
幹
線

の
敦
賀
以
南
ル
ー
ト
問
題
で
は
、

米
原
ル
ー
ト
推
進
派
が
増
え
て

い
る
と
感
じ
る
。

●
政
治
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

組
織
内
議
員
の
協
力
を
得
て
、

報
告
集
会
を
開
催
。

　

参
院
選
で
は
浜
野
喜
史
議
員

の
当
選
を
目
指
し
、全
力
で
取
り

組
む
。

●
24
春
闘
は
、早
急
に
大
幅
な
賃

上
げ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、こ
の

会
社
の
将
来
は
無
い
、と
強
く
訴

え
て
き
た
。結
果
と
し
て
、ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
の
確
保
や
キ
ャ
リ
ア
社
員
の

賃
金
見
直
し
、新
賃
金
制
度
へ
の

移
行
を
含
む
賃
金
改
善（
４
・

９
％
）を
実
現
し
た
が
、若
年
層
や

初
任
給
に
重
点
が
置
か
れ
、中
間

層
の
組
合
員
に
は
目
立
っ
た
成
果

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
方
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
離
職
増

加
に
よ
り
、路
線
維
持
や
万
博
輸

送
へ
の
対
応
が
困
難
と
な
り
、人

手
不
足
が
深
刻
化
。バ
ス
運
転
士

の
社
会
的
責
任
の
重
さ
や
労
働
環

境
の
厳
し
さ
か
ら
、採
用
も
難
航

し
て
い
る
。こ
の
状
況
を
打
破
す

る
た
め
、待
遇
改
善
を
進
め
、雇

用
契
約
の
見
直
し
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
。

●
バ
ス
産
業
は
運
賃
規
制
や
経

費
増
加
に
よ
り
自
助
努
力
だ
け

で
は
厳
し
く
、柔
軟
な
運
賃
改
定

や
行
政
支
援
、カ
ス
ハ
ラ
対
策
、道

交
法
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
実
現
に
は
政
治
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
り
、Ｊ
Ｒ
自
動

車
連
絡
会
や
交
運
労
協
と
協
力

し
、要
請
行
動
を
進
め
て
い
く
。

●
25
春
闘
で
は
、交
通
産
業
に
従

事
す
る
社
会
的
責
任
と
し
て
安

全
に
対
し
て「
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
」を

実
践
し
た
バ
ス
地
本
と
し
て
、そ

の
責
任
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、

組
合
員
や
そ
の
家
族
が
実
感
で

き
る
成
果
を
目
指
す
。２
月
25
日

の
委
員
会
で
春
闘
方
針
を
決
定

し
、交
渉
に
臨
む
に
あ
た
り
、中
央

本
部
に
は
積
極
的
な
支
援
を
要

請
す
る
。

　14名の中央委員の皆さんから50項目を超える貴重な
ご意見をいただいた。元気づけられる発言や方針を補強
していただく内容も多くあった。これから始まる春闘交渉
に活かしていきたい。
　安全と春闘については皆さんから発言をいただいた。
賃金などの春闘で解決できるものは春闘で、制度に関わ
るものは秋の労働協約改訂交渉で、会社としっかりと議
論していきたい。
【安全について】
　福知山線列車事故から４月で20年をむかえ、伯備線の
触車事故から19年が経過した。神戸地本の委員からは
朝霧・明石間での触車事故についての発言があった。
この事故に限らずではあるが、亡くなった方の話は必ず
されるが、その事故現場にいた方の話はあまりされない。
朝霧・明石の事故の際に事故現場にいた方は、一時本社
総支部に所属されていて様 な々行事に元気に参加されて
いたが、後に精神的に不調を来し、最終的には会社を去
られている。伯備線の事故でも同様の方々がいる。そう考
えると、事故現場にいた方もその後の人生が変わる可能
性もあることから、被害者の一人となることを忘れてはな
らない。
　安全は、まずは自分の命を守ることから始まり、仲
間の命を守る、その上でお客様の命を守ることへと
つながる。
　昨年は、ＪＲ貨物の脱線事故を発端にデータ改ざ
んが発覚し、ＪＲ九州高速船では浸水の隠ぺいと虚
偽報告があった。九州高速船においては、結果とし
て釜山航路が廃止され、会社が存続できなくなった。
このように安全を軽視し、信頼を裏切る行為があれ
ば、最悪の場合、会社が倒産へと追い込まれる。私
たちも20年前に福知山線列車事故を惹き起こした
が、幸い会社が存続しているが、小規模の会社なら
倒産していたかもしれない。
　安全を守るということは簡単なようで、簡単では
ない。昨年発生した墜落事象では、安全帯を車に取
りに行くと約30分かかるということで、「大丈夫だろ
う」と判断したことで、墜落事象に繋がった。まさに
「だろう作業からかもしれない作業」ができていれば
墜落を防げたと思う。また、今回の事象は年齢勾配
により年上の作業員に安全帯を取りに行くことが言
えなかったという背景がある。まさに考動計画にあ
るアサーションができなかったということである。皆
さんもルールを守っていない人、年齢が上の人に注
意ができるかどうかである。そう考えると安全を守る
のは簡単ではない。だからＡＢＣ運動である。ヒトは
基本的に手を抜く動物であることから、安全は厳格
にしなければならない。昨年の本部大会での泉健
太議員の警備がまさにそうであり、徹底的にやらな
いと安全は守れないということである。
　安全は意識し続けなければ維持することができ
ない。皆さんには職場で「安全を守ることはしんどい
ことである」ということを伝えてほしい。一人の命が
失われると、その方の人生を止め、その方の家族の
人生を変え、大きな事故であれば会社の信頼を失
い、最悪の場合、会社の存続にも関わることとなる。
安全については、私たちの「1丁目1番地」として取り
組むことを改めてお願いする。
【魅力ある会社づくりについて】
　本社総支部や大阪地本から業務負担が減らない、組
合員の超勤が増え管理職が代務していることで管理職の
魅力が低下しているという話があったが、まずは業務量を
減らしていかなければならない。
　定年退職まで働くとすれば、人生の大半を過ごす職場
が楽しいに越したことはない。そのためにも心理的に安全
な職場をいかに作っていくかが重要である。新幹線協議
会からウェルビーイングを高めるには良好な人間関係が
必要であるとの発言があった。まさに私が常々申し上げて
いることであり、良好な人間関係の職場であれば離職を
防ぐことができる。職場内の人間関係が良くなれば、楽し
く仕事ができ、笑顔が増える職場にもなってくる。ただ、業
務量が増えると笑顔を保つことが困難となるため、いかに
業務量を減らしていくのかを考えなければならない。よく
皆さんから要員不足の話を聞くが、人が足りないのなら
ば、簡単にはできないのかもしれないが、その要員に応じ
た業務量にすることも必要である。業務負荷や業務量を
減らさない限り楽しい職場の実現は難しい。
　11月下旬に会社の「安全シンポジウム」が開催され、内
容は心理的安全なチーム作りに取り組んでいる職場の事
例紹介であった。発表されていたのは、金沢メンテック、小
倉新幹線保線技術センターなどであり、最後に静岡鉄道
の取り組みの講演があった。心理的に安全なチーム作り
をしているいずれの職場、会社で共通していたのは、「全
員参加」で取り組んでいるということであった。それをどの
ように進めるのかということを分かりやすく静岡鉄道の方
が紹介されていた。それは、「挙手」「握手」「拍手」という３
つの言葉であった。「挙手」はリーダーになる方が手を上
げる、「握手」はそのリーダーに仲間として協力する人、「拍
手」はこれらの取り組みを全員がするということにはなら
ないため、周りの仲間が拍手をして応援するというもので
あった。このように全員参加で取り組むことができれば、
頑張っている人もやりがいにもなり、より心理的に安全な
職場、楽しい職場になるんだろうと思う。そして、京都地本
から挑戦をゆるす、できる組織は、心理的に安全な職場で

あるとの紹介も
あった。全員が
参加する組織で
は、そのような職
場環境になるの
だろうと思う。
　昨年の賃金
実態調査で「心
理的に安全な職場となっているか」の問いに対して、約７
割の方がそうなっていると回答していた。これが100%とな
るよう、皆さんがそれぞれの職場で、全員参加で取り組ん
でいただきたい。
　このほか、魅力ある職場とするためには、職場内のあら
ゆるハラスメントを撲滅していかなければならない。また、
カスハラの取り組みが現在進んでいるが、私たちがカスハ
ラを受ける側の話が中心となっているが、私たち自身がカ
スハラをする側になることもあることを肝に銘じておきたい。
実際にグループ会社の方からそのような話も聞いている
ため、気を付けなければならない。
【春闘について】

　今年の春闘は、ベースアップにこだわっていきた
い。要求額の15,000円については、現在のＪＲ西労
組の発足以降で言えば、過去3番目の高い水準の要
求である。今回の要求の根拠としては、物価高に負
けないということ、そしてコロナ禍で拡大した他の産
業との格差を少しでも是正すること、さらには最低賃
金の上昇率を意識しているということである。過去に
高水準で要求していた時も物価高や格差是正を根
拠として、当時の要求を組み立てていることからすれ
ば、その当時と今は似ている環境にある。
　また、エリア手当の改善については、今年の春闘
の重要なテーマと考えており、こだわって取り組んで
いきたい。そのためにもベア原資を少しでも多く引き
出す必要があり、そのなかで以前行っていたような
エリア手当へのベア原資の配分をしていきたいと考
えている。
　このほか、作業責任者などへの職務手当のＭＬ層
への支給についても各地方から多くの声が届いてい
ることから、しっかりと取り組みたい。また、申入書に
も入れているリファラル採用については、先行的に導
入している西バスや中バスの事例も参考に交渉を進
めたい。
　一方で、今春闘での解決は難しいと考えているが、
基本給の逆転現象への対応については、見直すと
なれば賃金昇進制度の根幹にもなることから、簡単
に見直すことができないため、どのような制度とする
のが良いのかを、今後の会社との議論で検討を進め
ていきたい。 
【組織について】
　労働組合の必要性を改めてする必要はないのか
もしれないが、最近の話題で言えばフジテレビの問
題で会社が危機になったことをきっかけにして労働
組合に入る人が増えたということや、ギグワーカーと
言われる方 も々労働組合を作り出したという報道も
あった。これは一人では会社に対峙することができ
ないということの証左でもある。

　私たちは、コロナ禍以降に強く意識していることの一つ
に、困っている組合員がいれば、その方の声に耳を傾け、
会社にその声を届け、春闘や協約の中で改善をしていると
いうことである。これも労働組合がなければできない機能
の一つである。
　女性役員の育成については、今年は人事改選の年なの
で一人でも多くの女性役員を育てていきたい。ただ、役員
育成は一朝一夕にはできないため、役員の発掘と育成に
ついては、時間をかけて取り組みを進めていきたい。
【政策・政治について】
　政策制度の実現に向けては、会社にできないことを労
働組合が多くしている。国への要請についてはＪＲ連合を
通じて取り組んでいるが、その時には連合や国会議員の
皆さんの力も借りている。今年の夏には参議院議員選挙
が必ずあり、もしかすると少数与党となり国会が空転すれ
ば、衆議院議員選挙も同日選としてあるかもしれない。
それに向けてはいつでも対応できるように準備をしておく
必要がある。
【さいごに】
　今年の１月末で国鉄の期間とＪＲの期間が同じとなり、
国鉄では経験していない期間へと入っている。これからの
ＪＲの歴史を皆さんと一緒に作っていくという決意も最後
に申し上げておきたい。
　３月には広島新駅ビル「ミナモア」が開業し、駅ビル内に
広島電鉄の路面電車が日本では初めて乗り入れることな
る。ぜひ、皆さんも広島へ足を運んでいただきたい。また。
４月から大阪関西万博が始まり、多くの訪日客や日本人の
方が関西の地を訪れる。私たちも安全を確保したうえで、
来訪される方 を々、輸送を支える企業としてお出迎えでき
ればと思う。
　ＡＢＣ運動の浸透をはじめとして、安全を最優先に将来
への成長投資となるベースアップ獲得を勝ち取り、さらに
魅力のある会社、職場をつくっていきたい。
　上村委員長を先頭に全組合員が一致団結をして２０２
５春闘勝利に向けて取り組みを進める。皆様の中央闘争
委員会へのご支援を最後にお願いし、総括答弁とする。
　共に頑張りましょう
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羽野書記長 総括答弁


